
国立国会図書館の資料保存課の大島です。

本日はこのような 4 つを柱にお話をしたいと思っており

ます。

まず最初ですけれども、文化財防災というテーマの中で、

図書館というのはどのようにかかわってくるのかというと

ころです。これについては既に多くの方から、文化財「等」

というところに含まれるという発言があったり、あるいは

文化財というのは幅広くここに書いてあるような形で捉え

ていくのだという発言もありましたので、ここではこのよ

うな形で捉えているということだけご報告したいと思いま

す。

さらに、図書館にもいわゆる文化財として指定されてい

るものを持っているところもあるということもあります。

あとは、博物館や美術館等と連携するというところでは、

同じ紙資料を持っているというところで、資料の復旧とい

うか、応急処置からのさまざまな作業で、相互に支援を行

えるという可能性があるのかなと考えております。

東日本大震災では、図書館界もさまざまな活動をしたわ

けですけれども、ここでは国立国会図書館の活動というこ

とに絞ってご報告させていただきます。

国会図書館としては、独自の活動と、あとは東北地方太

平洋沖地震被災文化財等救済委員会での活動、この 2 つを

柱として行ったということになります。具体的にはここに

書いてあるような対応を行ったということになります。

今後の備えということでは、事例的に特徴的なことにな

るのかなと思われることを１つだけ紹介いたします。

岩手県の野田村立図書館で郷土資料の救済作業を行った

わけですけれども、こちらについては約 2 万点の図書館資

料が水につかってしまいました。これについて国会図書館

に岩手県立図書館から支援依頼があって、事前の調査をま

ず行って、その後、実際の作業支援を行ったわけですが、

そこでは 2 万冊全てを救済するということではなく、特に

郷土資料を中心に、ほかで代替できない資料を選別してそ

れに注力するという形で活動いたしました。その際、選別

という作業に関しては、特に近隣の市町村立図書館の協力

で選別作業をスムーズに行うことができたということで、

1 つのモデルケースになるのではないかと思います。

この選別した資料約 200 冊については、その後の安定化

処理作業については救済委員会の事業とすることで、引き

続き当館が実施することができましたが、これは、当館独

自の対応から救済委員会の事業へと接続できた事例という

ことにもなるかと思います。

そのほか、これは午前中にも赤沼先生から報告がありま

したけれども、吉田家文書の本格修復作業も当館で実施い

たしました。

そのほか、ここに書いてあるような図書館等に対して研

修ということで、平成 23 年度以降、行ってきたわけです

けれども、来るべき災害への備えということで言いますと、

今後は事前の備えというところにスポットを当てたような

研修も充実させていく必要があるのではないかと考えてお

ります。具体的には防災計画の策定や貴重な資料の貴重書

庫等での保管、媒体変換。どういった資料を優先的に助け

るのかということを決定する。近隣図書館との協力体制の

構築。これは特に先ほど野田村立図書館のところで申し上

げたように、所蔵情報等を共有しておくことで、これは助

けたいということでスムーズに対応ができるのではないか

と思っております。また、こういった事前の備えが、大規

模災害だけではなくて、近年のゲリラ豪雨や台風で図書館

が浸水するという被害なども発生しておりますので、そう

いったことへ備えということでも重要なのではないかと考

えております。

あとは、図書館ということに関していいますと、東日本

大震災の際も県立図書館を結節点とした図書館同士のネッ

トワーク、日常的なつながりを非常に有効に活用したとい

うところもありますので、この辺のところは引き続き重視

していきたいと思います。あとは、当館としては、各種の

マニュアルの整備、あるいはインターネット上での情報公

開といったことを進めていきたいと考えております。

更に、連携としての取り組みということに関していいま

すと、救済委員会での活動、こちらで培った経験等を今後

【セッション 4】今後の備え 2　文化財関連団体の体制構築と連携

図書館 

大島 康作　　国立国会図書館
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に生かすということもあります。文化財防災ネットワーク

推進会議にお声がけをいただきましたので、こちらに参加

することで博物館、美術館等とも連携を今後も進めていき

たいと考えております。

最後に、これまでの報告でも幾つか大震災の記録を残し

ていくことが大切だというご発言もあったところですけれ

ども、国立国会図書館でも「国立国会図書館東日本大震災

アーカイブ（通称：ひなぎく）」というポータルサイトを

構築し、平成 25 年 3 月から一般にも公開しているという

ことになります。こちらのほうも、ここに書いてあるとお

り、音声、動画、写真、その他さまざまな情報を包括的に

検索・閲覧できるシステムになりますので、博物館、美術

館とも何かこういったところで協力できる部分があれば、

今後協力していきたいと考えているところであります。

【半田】大島さん、ありがとうございました。

それでは、ＭＬＡのキーワードで図書館が出てまいりま

したが、歴史資料ネットのほうは、本当に阪神・淡路大震

災以降、地道な活動を続けられながら全国に広まってきた、

言ってみれば個人レベルのネットワークの中で一番大きな

活動をされてきた組織の 1 つでもございます。また、大学

がどのように機能できるのかというところも気になるとこ

ろではございます。奥村さんからお話をお願いしたいと思

います。よろしくお願いいたします。
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